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近年、男性の育児参加に注目が集まっています。積極的に育児に参加しようとする

男性、いわゆる「イクメン」もどんどん増えており、育児休業を取得する男性も少し

ずつ増えてきているようです。そこで今回は男性の育児休業取得についてお届けした

いと思います。 

 

◆男性の育児休業 

 

1992 年に育児休業法が施行されて以降、育児休業は、

女性だけでなく、男性も取得することができるようになりま

した。男性の育児休業が広く周知されるようになり、育児休

業制度を利用する男性も増えています。厚生労働省の７月２

６日の発表によると、2013 年 10 月 1 日～2014 年 9 月

30 日の 1 年間に配偶者が出産した男性の内、育児休業を開

始した男性の割合は 2.65％で、調査開始以来過去最高の数

値を記録しました。10 年前からのデータを見てもその割合

は少しずつ増えてきており、女性だけでなく男性も育児休業

を取得する風土ができてきているように感じます。 

 

 

◆育休を取得した男性職員へインタビュー！ 

 

近年では市川市役所でも育児休業を活用し育児参加する男性職員が増えてきてい

ます。そこで今回、育児休業を実際に取得した男性職員のＴさんにインタビューに答

えていただきました！

― 男性の育児休業取得率の変移 ― 

H17 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 

0.50% 1.56% 1.23% 1.72% 1.38% ［2.63%] 1.89% 2.03% 2.30% 2.65% 

※平成 23 年調査の［］の割合は岩手県、宮城県及び福島県を除く全国の結果 

～男女共同参画であなたもわたしもハッピーに～ 

ウ ィ ズ レ タ ー 
 

発行 市川市 総務部 男女共同参画課 
市川市市川 1-24-2 電話 047－322－6700 

男女共同参画センター（愛称 ウィズ）は、性別にかかわりなく対等な立

場であらゆる活動に参画し、喜びも責任も分かち合う男女共同参画社会の実

現を目指すための拠点施設です。 

愛称の“ウィズ”は、男女ともに、老いも若きもともにという意味が込め

られています。 

2016 年 

9月 

26号 



- 2 - 

 

 

 

Ｒ では初めに、育児休業を取得しようと思った理由やきっかけを教えてく

ださい！ 

 

Ｔ 周囲に取得者がいたのがきっかけでした。妻と私両方の実家の状況から、

里帰り出産をする予定がなく、また私自身、子どもが生まれた直後から積極

的に育児に関わるつもりでした。以前上司に相談したところ、業務の引継ぎ

をきちんと行えば特に問題ないと言われていたのも大きな理由ですね。 

 

Ｒ 育児休業を取得してよかったことやメリットはどんなことでしたか？ 

 

Ｔ 生後半年くらいまでの成長・変化の大きいときに一緒に過ごせたのはすごくいい経験で

した。また、妻の育児を目の前で見る時間が多く取れるので、比較的早くまねができました。

育児を妻に任せきりにせず、自分にできることはやるという意識が強くなり、よほどのこと

がなければ、妻が不在のときでも子どもを見ていることができるようになりました。あとは、

スケジュール管理を以前よりしっかり行うようになりました。 

 

Ｒ 逆に、取得した際のデメリットや苦労したことなどはありますか？ 

 

Ｔ 育休に入る前は、担当業務の引継ぎが円滑に行えるように入念に準備をしましたね。逆

に育休明けは、育休中の業務に関する情報に追いつくことに時間がかかり少々苦労しました。 

 

Ｒ 最後に、育休を通して考えたことがあれば教えてください。夫として、父親として、市

の職員として、今思うところを教えてください！ 

 

Ｔ 仕事・家庭・育児のバランスをとても考えるようになりました。そして育児休業だけで

なく、何らかの事情で仕事に行き詰った人が周りにいれば、できるだけ協力するよう考えて

います。もし今、育休を取得することに迷っている人がいれば、自分の状況を伝えることで、

判断の材料にしてもらえればと考えています。 

 

Ｒ Ｔさん、ご協力どうもありがとうございました！   ※ Ｒ＝リポーター  Ｔ＝Ｔさん 

 

 

いかがでしょう、育休取得者の生の声は？Ｔさんもおっしゃっていた通り、この記事

が育休取得を踏みとどまっている人の背中を押すことにつながればと思います。 

 

それでは、今回のウィズレターは以上になります。 

読んでいただきありがとうございました！ 

 

【イベント情報】※詳細はお気軽にお問い合わせください。 
日時 イベント名 場所 

１１月１日（火） 

10：00－12：00  

11 月 8 日（火） 

9：30－12：00  

DV サポーター養成講座 

～DV トラウマを理解する～  

※二回連続で受けていただく講座です 

男女共同参画 

センター5F 

AB 室 

10 月 20 日（木） 

10：00－12：00  

11 月 17 日（木） 

10：00－12：00  

 

いち☆カフェ＠ウィズ 

男女共同参画 

センター４F 

ロビー 

 

Ｈ課Ｔさん 

取得期間 5 か月 


